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発作性心房細動(PAF)に対する拡大肺静脈隔離術アブレーション（LACa）と LACa に後壁隔離ア

ブレーションを追加する（BOXa）の比較試験は少なく,これらの臨床転帰を比較することを目

的とし,小野らは本研究を行った. 

小野らはアブレーション予定の PAF の患者を LACa 群または BOXa 群にランダムに割り当て,6

か月間フォローアップした.主要評価項目は 6 か月時点での AF 再発率と左心房駆出率（LAEF）,

及び LAEFの変化とした.LAEFは核磁気共鳴画像法(MRI)によって測定し,副次的評価項目は,24

時間心電図での上室性期外収縮総数（SPBs）と SPB の short run（SVRs）とした.小野らの研

究結果では患者背景と 6 か月での AF 再発率,および 3 ヶ月と 6 ヶ月の LAEF 及びその変化に関

して両グループに有意差はなかった.ただし,6 か月での SPBs と SVRs は BOXa グループの方が

LACa グループよりも有意に多かった.以上より小野らは BOXa が PAF 患者の治療に利点を示さ

なかったことを明らかにした.本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基準を満たしており、

学位論文に値すると判断した. 
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